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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の通信装置と無線信号のフレームのタイミングを一致させる制御部とを備え、
　前記制御部は、前記タイミングを一致させているときに、前記タイミングを一致させて
いる同期中を示す情報を、自装置が無線信号で送信するデータに含めて送信することを特
徴とする通信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記制御部は、制御チャネルを送信する際に、前記同期中を示す情報を前記制御チャネ
ルに含める、ことを特徴とする通信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記制御部は、自装置の識別情報を送信する際に、前記同期中を示す情報を前記自装置
の識別情報に含める、ことを特徴とする通信装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　外部のクロック源から送信される同期信号を受信する同期信号受信部を備え、
　前記制御部は、前記同期信号を用いて、無線信号を送受信するフレームのタイミングを
調整すると共に前記同期信号を取得できない場合、他の通信装置と無線信号のフレームの
タイミングを一致させる、ことを特徴とする通信装置。
【請求項５】
　他の通信装置が送信した、当該他の通信装置が、当該他の通信装置と異なる別の通信装
置から送信される無線信号の受信タイミングに基づくタイミングで無線信号を送受信して
いることを示す情報を、当該他の通信装置から受信すると、当該他の通信装置を、自装置
が無線信号を送受信するフレームの同期先としない、ことを特徴とする通信装置。
【請求項６】
　他の通信装置と無線信号のフレームのタイミングを一致させる通信装置の通信制御方法
において、
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　前記タイミングを一致させているときに、前記タイミングを一致させている同期中を示
す情報を、自装置が無線信号で送信するデータに含めて送信するステップと、
を有する通信制御方法。
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